
下總皖一音楽賞受賞者コンサート 2 0 2 3
ー埼玉県にゆかりのあるプロの音楽家ー

東京藝術大学卒業、同大学院修了。イタリアに渡り、ミラノ・ヴェルディ音楽院で学ぶ。1982 年、83 年アレッサンドリ
ア国際コンクール優勝。1982 年ヴィオッティ国際コンクール第 2 位。82 年のコンクールの優勝により、アレッサンドリ
ア劇場「ドン・ジョヴァンニ」のタイトルロールでオペラデビュー を飾り、以来ヨーロッパ各地の歌劇場で「ラ・ボエーム」「蝶々
夫人」「リゴレット」などの主要な役で活躍。国内では「ラ・トラヴィアータ」のジェルモンで大成功を収め、同役は持ち役
の一つとして度々歌っているほか、「マクベス」「ドン・カルロ」「トスカ」「ルチア」「愛の妙薬」「ランスへの旅」などで好
評を博している。2016年より藤原歌劇団総監督に就任。公益財団法人日本オペラ振興会常務理事。昭和音楽大学客員教授。
日本を代表するプリモ・バリトンとして活躍を続けている。

Orie Tadamichi
折江　忠道
声楽家

慶應義塾大学経済学部卒業。武蔵野音楽大学大学院修了。ミュンヘン音楽大学にて研鑽を積む。1995年クロイツァー
賞受賞。1999 年ブルガリア国際音楽コンクール「Music ＆ Earth」全部門グランプリ受賞。2019 年「ハンガリー
ジュール市記念シルバーメダル」受賞。世界 42 か国で衛星生中継された「ブルガリア国立放送交響楽団設立 50
周年記念演奏会」に出演するなど、国内外で協演した著名なオーケストラの数は 20 に迫る。2023 年東京オペラ
シティタケミツメモリアルにて世界的ピアニスト ケマル・ゲキチと 4 回目のデュオ・リサイタルを開催。CD「ヴィ
ルトゥオジテ」は、「レコード芸術」誌の特選盤に選出。後進の育成にも注力し、優秀なピアニストを多数輩出してい
る。武蔵野音楽大学学長・教授、同大学附属高等学校校長。

Fukui Naoaki
福井　直昭
ピアニスト・音楽教育家

同意事項

鑑賞申込にあたっては、以下の注意事項をよくお読みの上、お申込みいただきますようお願いいたします。
なお、申込にあたっては以下に同意いただいたものとみなします。

⃝ 本公演では、全席指定といたします。
⃝ 座席は主催者において指定いたします。座席位置の希望には応じ

かねますのでご了承の上お申し込みください。座席の配慮が必要
な方（介助の必要な方、障害のある方、お子様（未就学児）連れ
の方）は事前にお申し出ください（当日対応はいたしかねます）。

⃝ 鑑賞申込時にご記入いただいた氏名、住所、電話番号のデータを
もとに、来場者名簿を作成します。

⃝ 引き続き基本的な新型コロナウイルス感染症対策にご理解・ご協
力をお願いします。

①発熱や体調不良時にはご来場をお控えください。
②�施設内でのマスク着用は個人の判断となります。混雑時や継続的な

発声を伴う公演等、必要に応じて着用してください。
③施設内での咳エチケットや手洗いの励行を推奨しております。

申込方法
下記のどちらかの方法でお申込みください。

① WEB サイト（https://www.pref.saitama.lg.jp/a0305/r05concert.html）から電子申請

② 通常はがき（〒330-9301埼玉県文化振興課 コンサート係（住所記入不要））
※ 申込は 1 グループ 1 回まで

① 代表者の氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号
② 鑑賞希望者全員（代表者含め 4 名まで可）の氏名（ふりがな）、電話番号
③ 座席配慮のご希望（手話通訳、盲導犬、車イス利用の有無、お子様（未就学児）連れ等)

記
入
事
項

全 席 指 定 ※ 入場券をお持ちでない方の入場はできません。
未就学児入場可能　

※ 当選されたグループの代表者の方へ10 月中旬頃に入場券をお送りします。（応募者多数の場合は抽選）

注
意
事
項

● やむを得ない事情により公演内容の一部が変更になる場合がございます。予めご了承ください。
● 会場内での録音、撮影はお断りします。
● 会場内は空調による外気の取り入れや換気等を行います。
● �本公演に関わるスタッフにつきましては、手洗い・手指消毒・健康チェックを徹底しております。

異常がある場合には職務につくことはありません。

電子申請画面

音声コード Uni-Voice

ＪＲ浦和駅（西口）下車　徒歩６分
※ 駐車場（有料）は台数に限りがございま
   すので、公共交通機関をご利用ください。
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Click

※ 演奏をお楽しみいただけるよう、お互いにご配慮をお願い申し上げます。
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ピアニスト

清水　弘治

ピアニスト

藤原　藍子

ピアニスト

福井　敬介


